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施策評価の結果 

【Ⅲ 都市生活基盤分野】 
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●シートの見方
江南市戦略計画に基づく成
果体系における 
 分野名 

 柱名 

  を記載しています。 
 施策の 

 名称 

 担当部・課名 

達成率の計算方法 

【目標値が上昇していく指

標】 

  実績値÷目標値

×100％ 

【目標値が減少していく指
施策の投入コストを 

 フルコスト（事業費、 

 減価償却費、 公 

 債費、人件費） 

成果の状況について 
 平成27年度の 

 目標値 
 実績値 

 達成状況 

 達成率 

施策の方針について 
 成果の方向性 

 投入資源の方向

性 

 施策展開の方針

今後、重点化する施策・ 
改革改善が必要な施策 
には、★マークを表示し 
ています。 

評価実施年度（平成28年度）から次年

度（平成29年度）に向けての成果と投入

資源の方向性を矢印で表しています。 
【成果の方向性】 

施策の成果を増大させる   ↑ 

施策の成果を現状維持する  → 
施策の成果を縮小する        ↓ 

【投入資源の方向性】 

投入資源を増大させる     ↑ 

投入資源を現状維持する    → 
投入資源を縮小する      ↓ 
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投入コストについて

評価結果について

今後の方向性について

投入資源 ↑：増大　　　→：現状維持　　　↓：縮小　

重点化 ●：重点化する　

改革改善  ●：改革改善する

有効性（施策への貢献度） A：非常に有効　　　　B：ある程度有効　　　　C：有効でない

方向性（今後の事業展開） 継続　　　　休止　　　　廃止・中止　　　　完了

成果 ↑：増大　　　→：現状維持　　　↓：縮小　

ニーズ ↑：増大　  →：現状維持　  ↓：縮小　

達成度
（事業の活動量やサービス
量の実施状況から判定）

Ａ：大幅に達成している（目標を上回る成果があがっている）
Ｂ：達成している（概ね目標どおり達成している）
Ｃ：達成していない（目標を下回る成果しかあがっていない）

効率性
Ａ：高い（改善の余地はほとんどない）
Ｂ：普通（改善の余地は少ない）
Ｃ：低い（改善の余地は大きい）

減価償却費
江南市が所有する建物等の償却資産を、定額法に基づき減価償却し、各事業
ごとの人工により按分して算出しています。

公債費
市が借り入れた地方債の償還利子のうち、特定地方債についてはその目的に
対応した事務事業に割り振り、特定目的でない地方債については各事務事業の
一般財源の額を基準として全ての事務事業に振り分けて算出しています。

人件費
各事務事業にかかる「人工」に職員の平均給与と退職給与引当金繰入を乗じ
て算出しています。

5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与

必要性
ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果

投入

資源
重点化

改革

改善

1 296 17 2 1,249 1,564 有り → B A A 継続 → →

2 2,885 23 20 1,545 4,473 有り → B A A 継続 → →

3 ■ 1,967 17 13 1,216 3,213 有り → B A A 継続 → → ●

4 21 23 0 1,545 1,589 有り → B A A 継続 → →

14 0 374 0 2,761 3,135 有り → B A A 継続 → ↑ ●

15 ■ 2,353 40 16 2,988 5,397 有り → A A A 継続 ↑ ↑

16 0 1,017 0 4,869 5,886 有り → B A A 完了 → →

17 2,376 374 16 2,761 5,527 有り → B A A 完了 → →

18 ■ 2,376 428 16 3,090 5,910 有り → B A A 完了 → →

19 10,220 267 70 2,330 12,887 有り → B A A 継続 → →

20 0 86 0 755 841 有り → B A A 継続 → →

21 0 86 0 755 841 有り → B A A 継続 → →

消防車両整備保全事業

消防機械器具技術指導事
業

消防機械器具研究、改良
事業

消防車両更新等事業

消防団充実強化事業

施設等整備事業

消防救急デジタル無線受令
機等更新事業

消防庁舎等施設改修事業

職員管理事務

消防学校等入校事業

救急救命士養成事業

職場環境形成事業

事務事業

主

要

施

策

投入コスト（千円） 評価結果 今後の方向性

全ての事務事業の 
 投入コスト 

 評価結果 

 今後の方向性 

  を記載しています。 

平成28年度から平

成 

29年度に向けた方向

性を示しています。 
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施策評価（平成27年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：1　秩序と賑わいのある快適なまちづくり】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

％

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

→ → →

成果の
方向性

投入資源の方向性
今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化

改革
改善

都市計画道路の整備事業を進めていくにあたり、厳しい財政状況のなか、効率的
な事業推進を図るため、地権者へ事業の必要性について理解を求めながら、粘
り強く交渉を継続していく。

★

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値 達成状況
(達成率)

都市計画道路の整備率 ＊
64.5
(H18)

68.4 67.3
(98.4%)

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

99,948 2,506 161 43,054 145,669

施策名 秩序ある都市計画の推進 担当部・課
都市整備部
まちづくり課

目指す目的・成果 適正な都市計画により、秩序があり美しく、快適なまちづくりが行われている

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 
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5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 4,949 59 34 1,191 6,233 有り → A A A 継続 → ↑

2 224 44 2 887 1,157 有り → A A A 継続 → ↑

3 131 119 1 2,406 2,657 有り → B A A 継続 → ↑

4 0 98 0 1,952 2,050 有り → B A A 継続 → →

5 0 36 0 722 758 有り → B A A 継続 → →

6 0 104 0 2,119 2,223 有り → A A A 継続 → →

7 0 119 0 2,374 2,493 有り → B A A 継続 → →

8 161 33 1 655 850 有り → B A A 継続 → →

9 7,298 68 44 1,403 8,813 有り → B A A 継続 → →

10 4,282 59 29 1,189 5,559 有り → B A A 継続 → →

11 ■ 79,862 218 29 3,027 83,136 有り → B A A 継続 → ↓ ●

12 0 105 0 1,422 1,527 有り → B A A 継続 → →

13 10 504 0 10,333 10,847 有り → B A A 継続 → →

14 300 83 2 1,679 2,064 有り → B A A 継続 → →

15 995 6 7 118 1,126 有り → B A A 継続 → →

16 0 240 0 3,261 3,501 有り → B A A 継続 → →

17 0 87 0 1,187 1,274 有り → B A A 継続 → →

18 0 44 0 591 635 有り → B A A 継続 → →

19 1,722 262 12 3,555 5,551 有り → B A A 継続 → →

20 14 218 0 2,983 3,215 有り → B A A 継続 → →屋外広告物管理事業

街路整備促進事業

街路管理事業

受託工事管理事業

都市施設管理事業

都市景観調査事業

まちづくり推進事業

都市計画促進事業

江南駅前管理運営事業

企画調整事業

都市計画道路整備事業
（布袋本町通線）

都市計画道路調査事業

用地取得事業

都市計画基礎調査事業

都市計画審議会運営事
業

建築確認等窓口事業

土地動向調査事業

生産緑地指定管理事業

都市計画決定変更事業

事務事業

主
要
施
策

投入コスト（千円） 評価結果 今後の方向性

都市計画基本図整備事
業
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施策評価（平成27年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：1　秩序と賑わいのある快適なまちづくり】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

％

人

台

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

→ ↑ → ↑

江南駅前広場を通過する車両の台数 ＊
8,800
(H17)

5,000 － －

江南駅・布袋駅の１日乗降客数 ＊
33,800
(H17)

34,400 35,127

(102.1%)

成果の
方向性

投入資源の方向性
今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化

改革
改善

地元商店街等の団体、地元住民と調査研究を行いながら、駅前周辺の交通混
雑の緩和及びバリアフリー化により、駅周辺の利便性や街の活性化につながる基
盤整備を引き続き進めていく。
布袋地区において、新しいまちづくり体制の組織化及び魅力あるまちづくりを目的
とする地元住民による自主的なまちづくり活動を支援していく。

★

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値 達成状況
(達成率)

駅前や市街地が整備され、人々が集い賑わっ
ていると感じる市民の割合 ＊

8.8
(H18)

18.0 － －

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

1,013,378 737 6,174 25,670 1,045,959

施策名 中心市街地の基盤整備 担当部・課
都市整備部
まちづくり課

目指す目的・成果 魅力的で快適な市街地が整備され、多くの市民で賑わっている

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 
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5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 ■ 19,768 567 71 7,708 28,114 有り → B A A 継続 → ↑ ●

2 596 24 4 2,980 3,604 有り ↑ A A A 継続 → →

3 ■ 992,845 136 6,098 13,977 1,013,056 有り ↑ B B A 継続 → ↑ ●

4 117 9 1 946 1,073 有り → B A A 継続 → →

5 52 1 0 59 112 有り → B A A 継続 → →

交通結節点整備事業

布袋地区まちづくり支援事
業

布袋駅付近鉄道高架化
整備事業

布袋駅付近鉄道高架化
計画調整事業

布袋駅付近鉄道高架化
用地管理事業

事務事業

主
要
施
策

投入コスト（千円） 評価結果 今後の方向性
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施策評価（平成27年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：1　秩序と賑わいのある快適なまちづくり】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

％

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

→ ↑ → →

成果の
方向性

投入資源の方向性
今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化

改革
改善

職員のスキルアップや情報収集を行い、事業の早期完了をめざし、換地処分に
係る事務手続きの準備を進めるとともに、積極的に情報提供を行うことで関係者
の協力を得ていく。

達成状況
(達成率)

土地区画整理事業の進捗率 ＊
85.4
(H21)

93.3 96.4
(103.3%)

4,676 122 17,878 14,824 37,500

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値

担当部・課
都市整備部
まちづくり課

目指す目的・成果 土地区画整理事業などが行われ、快適な住環境で生活を送っている

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

施策名 区画整理事業の促進

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 
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5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 48 6 0 598 652 有り → B A A 継続 → ↑

2 0 14 0 1,639 1,653 有り → B A A 継続 → →

3 1,671 18 11 2,343 4,043 有り → B A A 継続 → ↑

4 ■ 1,390 24 10 2,636 4,060 有り → B A A 継続 → →

5 963 27 7 3,217 4,214 有り → B A A 継続 → ↑

6 86 12 1 1,458 1,557 有り → B A A 継続 → ↑

7 305 9 17,848 1,217 19,379 有り → B A A 継続 → →

8 213 12 1 1,716 1,942 有り → B A A 継続 → ↑市有地・管理地管理事業

計画策定事業

区画整理運営事業

道路・排水路等整備事業

事務所管理事業

仮換地測量事業

物件移転等補償事業

事務事業

主
要
施
策

投入コスト（千円） 評価結果 今後の方向性

区画整理審議会等運営
事業
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施策評価（平成27年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：2　人にやさしいみちづくり】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

人

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

→ → → →

成果の
方向性

投入資源の方向性
今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化

改革
改善

広報こうなん、市ホームページで、アダプト制度の紹介を行い、アダプトプログラム
の登録者数の増員を図っていく。

達成状況
(達成率)

市道のアダプト制度の登録者数 ＊
175

(H18)
780 534

(68.5%)

1,574 175 23,275 50,392

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値

施策名 適正な道路等の財産管理 担当部・課
都市整備部
土木課

目指す目的・成果 道路などの財産が適切に管理され、快適に利用している

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

25,368

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 
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5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 0 89 0 1,774 1,863 有り → B A A 継続 → →

2 1,468 386 10 3,961 5,825 有り → B B A 継続 → →

3 0 119 0 2,473 2,592 有り → B B A 継続 → →

4 17,604 89 121 1,819 19,633 有り → B B A 継続 → →

5 0 59 0 1,183 1,242 有り → B A A 継続 → →

6 0 59 0 1,183 1,242 有り → B A A 継続 → →

7 668 356 5 3,370 4,399 有り → B A A 継続 → →

8 5,112 119 35 2,368 7,634 有り → B A A 継続 → →

9 0 89 0 1,780 1,869 有り → B A A 継続 → →

10 0 30 0 591 621 有り → B A A 継続 → →

11 0 30 0 593 623 有り → B A A 継続 → →

12 0 30 0 591 621 有り → B A B 継続 → →

13 516 119 4 1,589 2,228 有り → B A A 継続 → →

企画調整事務

承認工事に関する事業

車両制限証明事業

特殊車両通行許可事業

アダプト・プログラム事業

不法投棄物撤去事業

市道との境界確定に関す
る事務

道路・河川占用・公共用
物使用許可事業

道路台帳整備事業

法定外公共物管理事業

道路施設移管事業

未登記物件整理事業

事務事業

主
要
施
策

投入コスト（千円） 評価結果 今後の方向性

市道認定関係事業
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施策評価（平成27年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：2　人にやさしいみちづくり】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

％

％

基

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

↓ ↓ → →

道路案内標識設置数 ＊
55

(H18)
96 85

(88.5%)

舗装整備率 ＊
89.1
(H18)

94.0 92.7

(98.6%)

成果の
方向性

投入資源の方向性
今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化

改革
改善

主要市道の歩道整備率については、道路新設改良事業を実施することにより、
整備率が向上していく。また、舗装整備率及び道路案内標識設置数について
は、道路側溝・舗装工事等事業により計画的に増やしていく。

★

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値 達成状況
(達成率)

主要市道の歩道整備率 ＊
65.1
(H18)

73.0 68.9

(94.4%)

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

432,956 1,379,710 14,309 45,596 1,872,571

施策名
道路、橋りょう並びに、生活排水の整備及び維
持管理

担当部・課
都市整備部
土木課

目指す目的・成果 道路、橋りょう、排水施設が整備され、円滑な通行が確保されている

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 
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5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 157 30 1 737 925 有り → B A A 継続 → →

2 ■ 41,621 47,727 237 2,814 92,399 有り → B A A 継続 ↓ ↓ ●

3 ■ 32,713 59 122 1,296 34,190 有り → B A A 継続 → → ●

4 ■ 7,092 30 49 591 7,762 有り → B A A 完了 → →

5 0 89 0 1,780 1,869 有り ↑ B A A 継続 ↓ ↓ ●

6 145,323 1,331,033 12,571 22,944 1,511,871 有り → B A A 継続 → →

7 ■ 199,539 563 1,284 11,887 213,273 有り → B A A 継続 → →

8 ■ 1,011 30 7 591 1,639 有り → B A A 継続 → →

9 ■ 806 30 6 591 1,433 有り → B A A 継続 → →

10 0 30 0 591 621 有り → B A A 継続 → →

11 4,694 89 32 1,774 6,589 有り → B A A 継続 → →

道路拡幅事業

道路隅切事業

用地取得事業

木賀南交差点改良事業

橋りょう長寿命化事業

主要市道改築事業

江南13号踏切拡幅改良
事業

道路ストック管理事業

道路維持管理事業

道路側溝・舗装工事等事
業

道路新設改良事業

事務事業

主
要
施
策

投入コスト（千円） 評価結果 今後の方向性
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施策評価（平成27年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：3　花と緑あふれる公園づくり】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

㎡

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

→ → →

成果の
方向性

投入資源の方向性
今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化

改革
改善

民間の低未利用地の活用も検討しながら、江南市緑の基本計画に沿った整備を
行う。
フラワーパーク江南のⅡ期エリアについては整備工事が着手されて進みつつあ
り、早期開園に向けて継続して国に働きかける。

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値 達成状況
(達成率)

市民一人当たりの都市公園面積 ＊
2.52
(H18)

5 3.84
(76.8%)

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

17,420 770 119 3,519 21,828

施策名 都市公園等の整備推進 担当部・課
都市整備部
まちづくり課

目指す目的・成果
都市公園等が整備され、日ごろから公園に歩いて行き、うるおいのある生活をし
ている

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 
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5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 ■ 17,420 770 119 3,519 21,828 有り ↑ B A A 完了 → →

事務事業

主
要
施
策

投入コスト（千円） 評価結果 今後の方向性

曼陀羅寺公園築山周辺
整備事業
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施策評価（平成27年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：3　花と緑あふれる公園づくり】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

箇
所

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

→ → → →

成果の
方向性

投入資源の方向性
今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化

改革
改善

シンボルツリー配付事業や都市緑化推進事業について、ＰＲに努め、申請件数の
増加を図る。
江南花卉園芸公園イベント実行委員会への補助金交付は、イベントで年々入園
者数が増加することで、花卉公園を通して緑化への関心が深まるとともに、公園
の区域拡大を促進することができるため、継続していく。

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値 達成状況
(達成率)

花いっぱい運動実施箇所数 ＊
25

(H18)
33 34

(103.0%)

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

12,784 1,494 311 6,937 21,526

施策名 計画的な緑化の推進 担当部・課
都市整備部
まちづくり課

目指す目的・成果 都市緑化が推進され、うるおいとゆとりのある生活を送っている

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 
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5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 ■ 10,784 1,109 297 5,186 17,376 有り → B A A 継続 → →

2 2,000 385 14 1,751 4,150 有り → B A A 継続 → →
江南花卉園芸公園イベン
ト実行委員会補助金交付
事業

事務事業

主
要
施
策

投入コスト（千円） 評価結果 今後の方向性

緑化推進事業
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施策評価（平成27年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：3　花と緑あふれる公園づくり】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

箇
所

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

→ → → →

成果の
方向性

投入資源の方向性

今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化
改革
改善

新規の公園等について、地元管理に係る協議を行っていくとともに、既存の市管
理の公園等について、地元の意向を確認しながら管理委託を進めていく。

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値 達成状況
(達成率)

地域で管理されている公園緑地などの数 ＊
28

(H18)
34 35

(102.9%)

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

89,948 3,467 7,275 15,290 115,980

施策名 適正な公園・緑地などの維持管理 担当部・課
都市整備部
まちづくり課

目指す目的・成果 地域で維持管理される公園・緑地等が増え、適切に利用されている

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 
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5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 ■ 89,595 3,390 7,273 14,994 115,252 有り → B A A 継続 → →

2 353 77 2 296 728 有り → B A A 継続 → →水質汚濁環境監視事業

事務事業

主
要
施
策

投入コスト（千円） 評価結果 今後の方向性

公園等維持管理事業
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施策評価（平成27年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：4　公共下水道の普及促進】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

％

％

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

↑ ↓ ↑

施策名 下水道事業の促進 担当部・課
水道部
下水道課

目指す目的・成果
下水道使用料、受益者負担金の収納率が向上し、健全で安定した下水道事業
が運営されている

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

989,664 0 5,208 19,234 1,014,106

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値 達成状況
(達成率)

下水道使用料の収納率（現年度） ＊
98.9
(H18)

↑ 99.6

(100.7%)

成果の
方向性

投入資源の方向性
今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化

改革
改善

コンビニ収納により、納付者の利便性を高めながら納期内納付を推進し収納率の
向上を図るとともに、受益者負担金の収納率を向上させるために、供用開始説
明会や市民まつり等イベントの折に受益者負担金に対する理解を求めるよう努力
する。

受益者負担金の収納率（現年度） ＊
98.8
(H18)

↑ 99.4
(100.6%)

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 
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5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 ■ 13,528 0 0 3,824 17,352 有り ↑ B B B 継続 ↑ →

2 8,047 0 0 4,264 12,311 有り → B A B 継続 → ↓

3 313 0 0 2,822 3,135 有り ↑ A A A 継続 → →

4 670,368 0 4,540 6,076 680,984 有り ↑ B A A 継続 → ↑

5 297,408 0 668 2,248 300,324 有り → B A A 継続 ↑ ↓

事務事業

主
要
施
策

投入コスト（千円） 評価結果 今後の方向性

下水道使用料賦課徴収
事業

受益者負担金賦課徴収
事業

下水道啓発事業

下水道経営事業

五条川右岸流域下水道
事業
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施策評価（平成27年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：4　公共下水道の普及促進】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

％

％

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

↑ ↑ →

施策名 下水道管きょの建設・維持管理及び普及促進 担当部・課
水道部
下水道課

目指す目的・成果 下水道が整備され、生活環境が向上している

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

1,277,229 309,627 61 36,472 1,623,389

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値 達成状況
(達成率)

市街化区域内の整備率 ＊
39.8
(H19)

58.4 58.4

(100.0%)

成果の
方向性

投入資源の方向性
今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化

改革
改善

早期の普及率増大のため下水道の面整備を重点的に進め、費用対効果の高い
事業を進めていく。
未接続宅の早期接続を促すため、供用開始後の訪問を早期に実施していく。

★

供用開始区域内の接続率 ＊
67.3
(H18)

88.0 90.0
(102.3%)

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 
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5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 4,317 0 0 3,135 7,452 有り ↑ B A A 継続 ↑ ↓

2 103,551 0 0 2,675 106,226 有り ↑ A A A 継続 ↑ ↑

3 138,345 0 0 2,041 140,386 有り → B A A 継続 ↑ ↑

4 ■ 1,008,385 0 2 19,285 1,027,672 有り ↑ A A A 継続 ↑ ↑ ●

5 162 309,627 0 237 310,026 有り → B A A 継続 → →

6 18,059 0 59 6,664 24,782 有り ↑ B A A 継続 ↑ ↑

7 3,969 0 0 869 4,838 有り → B A A 継続 ↑ ↑

8 0 0 0 129 129 有り → B A A 継続 → →

9 0 0 0 816 816 有り → B A A 継続 → →

10 441 0 0 621 1,062 有り → B A A 継続 ↑ ↑

事務事業

主
要
施
策

投入コスト（千円） 評価結果 今後の方向性

下水道事業計画策定事
業

実施設計測量委託事業

公共補償事業

管きょ布設事業

下水道施設維持管理事
業

排水設備関連事業

下水道台帳整備事業

占用及び物件設置許可
事業

排水設備指定工事店関
連事業

水質検査委託等関連事
業
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施策評価（平成27年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：5　浸水被害のないまちづくり】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

％

件

基

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

↑ → → →

雨水浸透桝設置数
115

(H21)
115 8

(7.0%)

雨水貯留浸透施設設置費補助金申請件数
＊

52
(H22)

200 123

(61.5%)

成果の
方向性

投入資源の方向性
今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化

改革
改善

浸水被害の軽減に有効な手段である雨水貯留浸透施設の設置について、今ま
で以上のPR活動を行い、より一層設置してもらえるよう努めていく。また近年ゲリ
ラ豪雨などによる浸水被害が多く発生することにより治水対策のニーズが高まっ
ており、第３次江南市総合治水計画に基づく公共施設への雨水貯留施設建設を
進めていく。平成27年度では山尻町地内に雨水貯留施設建設をすすめた。今
後は次の候補地となる公共施設及び関係機関と協議を進めていく。

★

達成状況
(達成率)

準用河川般若川改修率 ＊
86

(H18)
100.0 92.0

(92.0%)

5,343 19,991 102,358

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値

担当部・課
都市整備部
土木課

目指す目的・成果 河川等の改修整備と雨水抑制機能が強化され、浸水被害が軽減している

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

施策名 河川の改修整備と雨水抑制機能の強化

76,069 955

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 
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5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 ■ 19,000 178 13 3,380 22,571 有り ↑ B A A 継続 ↑ → ●

2 6,307 185 2,025 3,490 12,007 有り ↑ B A A 継続 → →

3 40,222 259 3,251 4,786 48,518 有り → B A A 継続 → →

4 ■ 10,021 185 50 4,198 14,454 有り → C A A 継続 → → ●

5 519 148 4 4,137 4,808 有り → B A A 継続 → →

雨水貯留施設維持管理
事業

河川維持管理事業

雨水抑制事業

総合治水対策事業

雨水貯留施設整備事業

事務事業

主
要
施
策

投入コスト（千円） 評価結果 今後の方向性
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施策評価（平成27年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：6　安心・安全な住環境の確保】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

件

％

棟

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

→ → → →

耐震診断の診断実施済棟数 ＊
798

(H18)
3,500 2,521

(72.0%)

民間での建築確認割合 ＊
84.4
(H18)

95.0 98.6

(103.8%)

成果の
方向性

投入資源の方向性
今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化

改革
改善

開発許可や建築許可については、法令・許可基準に照らし合わせ適切に指導し
ていく。また、既存コミュニティの維持や、定住人口の確保及び地域の活性化を
図るために、江南市都市計画法に基づく開発行為等の許可の基準に関する条例
に基づき事務を遂行していく。
民間での建築確認件数の割合は、近年はほぼ横ばいとなっているが、建築基準
法に規定する限定特定行政庁として、法令に基づき、民間組織への適正な指導
を引き続き行っていく。
耐震診断の診断実施済棟数については、年度別の実施棟数は減っているもの
の、概ね目標値を達成している。今後は、従来から行っている情報提供、啓発、
普及活動に加えて、区域や対象者を限定した直接訪問によるPR等の新たな手
法を検討する。

達成状況
(達成率)

開発許可や建築許可に対する指導件数 ＊
265

(H18)
260 203

(128.1%)

13,249 1,128 30 23,227 37,634

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値

担当部・課
都市整備部
建築課

目指す目的・成果
建築指導及び開発指導の民間組織との協働での取り組みは、安心・安全への住
民意識を高揚させている

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

施策名
適切な開発許可と建築指導及び、木造住宅耐
震化の促進

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 
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5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 2,381 148 0 3,037 5,566 有り → B A A 継続 → →

2 0 30 0 591 621 有り → B A A 継続 → →

3 0 30 0 591 621 有り → B A A 継続 → →

4 0 30 0 591 621 有り → B A A 継続 → →

5 0 30 0 591 621 有り → B A A 継続 → →

6 ■ 1,654 148 4 2,957 4,763 有り → C A A 継続 → →

7 ■ 9,000 89 26 1,774 10,889 有り → B A A 継続 → →

8 110 59 0 1,183 1,352 有り → B A A 継続 → →

9 104 445 0 9,280 9,829 有り → B A A 継続 → →

10 0 119 0 2,632 2,751 有り → B A A 継続 → →

耐震改修促進計画事業

開発行為指導事業

宅地開発指導事業

建築確認等受付事業

道路位置指定事業

建築審議会事業

建設リサイクル審査事業

民間木造住宅耐震診断
事業

民間木造住宅耐震補強
事業

建築確認審査等事業

事務事業

主
要
施
策

投入コスト（千円） 評価結果 今後の方向性
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施策評価（平成27年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：6　安心・安全な住環境の確保】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

戸

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

→ ↓ → →

成果の
方向性

投入資源の方向性
今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化

改革
改善

市営住宅の長寿命化事業としては、計画に基づき外壁等の改修を定期的に行う
こととし、必要な設備改修などについても退去時に行うよう実施していく。また、入
居者に対して共同住宅における注意事項についても自治会と連携して周知を
図っていく。

達成状況
(達成率)

適切に整備・維持管理がなされている市営住
宅の住宅戸数 ＊

153
(H18)

153 153
(100.0%)

8,784 36,488 6,831 27,799 79,902

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値

都市整備部
建築課

目指す目的・成果
市営住宅は、住民による施設運営への参加により、安心・安全な生活環境が確
保されている

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

施策名
市営住宅整備・維持管理、及び市有建築物の
整備

担当部・課

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 
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5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 8,381 1,871 6,829 1,197 18,278 有り → B A A 継続 → →

2 0 936 0 858 1,794 有り → C A A 継続 → ↓

3 39 5,613 0 4,120 9,772 有り → B A A 継続 → →

4 0 936 0 591 1,527 有り → B A A 継続 → →

5 364 26,196 2 20,442 47,004 有り → B A A 継続 → →

6 0 936 0 591 1,527 有り → A A A 継続 → →

市営住宅長寿命化事業

住宅賃貸事務

公営住宅供給事務

市有建築物建設・改修・
修繕等の設計及び工事の
監督業務

市有建築物事故・故障対
応事務

事務事業

主
要
施
策

投入コスト（千円） 評価結果 今後の方向性

住宅維持・管理事務
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施策評価（平成27年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：7　健全な水道事業経営と安全な水の安定供給】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

％

％

％

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

↑ ↑ → ↑

施策名 水道事業の健全な経営 担当部・課
水道部
水道課

目指す目的・成果 水道事業が適正に運営され、健全な経営が行われている

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

715,977 0 0 21,403 737,380

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値

改革
改善

収納率の向上及び安定化のため、口座振替の利用促進に努める。
有収水量の減少や施設更新に向けた財源の確保などさまざまな課題を抱えてい
る中、健全かつ安定的な水道事業経営を継続するため、経営状況を把握・分析
し、将来予測の精査・見直しを行ったうえで、実現可能な財政計画として経営戦
略を策定する。
水道事業の経営基盤強化と適正かつ効率的な経営を維持するため、料金のあり
方を含む経営方針等について継続的に審議する経営審議会の設置を検討す
る。

達成状況
(達成率)

水道料金の収入率（現年度） ＊
98.4
(H18)

↑ 99.7

(101.3%)

総収支比率 ＊
109.7
(H18)

106.2 112.7

(106.1%)

成果の
方向性

投入資源の方向性
今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化

水道普及率 ＊
88.8
(H18)

92.5 93.8
(101.4%)

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 

－29－



5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 631,946 0 0 7,521 639,467 有り → B A A 継続 ↑ ↑

2 2,601 0 0 296 2,897 有り → B A A 継続 → →

3 778 0 0 1,771 2,549 有り → B A A 継続 → →

4 10,788 0 0 10,957 21,745 有り → B A A 継続 → →

5 69,864 0 0 562 70,426 有り → B A A 継続 → →

6 0 0 0 296 296 有り → B A A 継続 → →

今後の方向性

企業会計管理事業

事務事業

主
要
施
策

投入コスト（千円） 評価結果

職員給与管理事業

情報公開事業

水道料金賦課等事業

水道料金等取扱業務委
託事業

金融機関管理事業
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施策評価（平成27年度実施施策）の結果

【担う分野：Ⅲ　都市生活基盤分野】

　【担う柱：7　健全な水道事業経営と安全な水の安定供給】

1　施策概要

2　投入コスト （単位：千円）

3　成果の状況

単位

％

％

％

4　今後の施策展開の方針

事業費 人員
地域
資源

↑ ↑ ↑ →

施策名 水道施設の整備と水道水の安定供給 担当部・課
水道部
水道課

目指す目的・成果 水道施設が整備され、安定した水道水が供給されている

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

1,005,610 0 755 57,865 1,064,230

指標名　（＊は基本計画掲載指標） 基準値 目標値 実績値

改革
改善

基幹管路について、第1次基幹管路更新計画(平成29～43年度）に基づき、平
成29年度から重要給水施設に繋がる管路ルートの更新を進めていく。
配水支管について、第３次配水管改良計画(平成28～37年度）に基づき、平成
28年度から引き続き老朽管等の更新を進めるとともに、重要給水施設に繋がる
管路ルートの更新も進めていく。
地下水の有効利用について、引き続き浚渫を行うことにより揚水能力の維持向
上に努めるとともに、揚水規制の範囲内で各水源の取水量の調整を図る。

★

達成状況
(達成率)

配水管改良整備率 ＊
72.1
(H18)

81.0 81.8

(101.0%)

地下水の許可揚水量活用率 ＊
93.8
(H18)

98.0 96.1

(98.1%)

成果の
方向性

投入資源の方向性
今後の施策展開の方針・改善内容など 重点化

有収率 ＊
91.4
(H18)

94.0 93.5
(99.5%)

：90%以上達成した ：70%以上達成した ：達成していない 
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5　施策の実現手段となる事務事業の分析結果

事業費
減価

償却費
公債費 人件費 計

市関与
必要性

ニーズ 達成度 効率性 有効性 方向性 成果
投入
資源

重点化
改革
改善

1 243,423 0 755 14,743 258,921 有り → B A A 継続 → → ●

2 11,772 0 0 1,825 13,597 有り → B A A 継続 ↑ ↑ ●

3 31,541 0 0 9,346 40,887 有り → B A A 継続 → →

4 0 0 0 591 591 有り → B A A 継続 → →

5 112,877 0 0 9,681 122,558 有り ↑ B A A 継続 → →

6 74,323 0 0 6,679 81,002 有り → B A A 継続 → →

7 13,736 0 0 866 14,602 有り → B A A 継続 → →

8 135,745 0 0 5,077 140,822 有り → B A A 継続 ↑ ↑

9 359,158 0 0 2,041 361,199 有り → B A A 継続 → ↑

10 14,503 0 0 2,943 17,446 有り → B A A 継続 → →

11 8,532 0 0 4,073 12,605 有り → B A A 継続 → →

今後の方向性

取水、配水事業

事務事業

主
要
施
策

投入コスト（千円） 評価結果

水質管理事業

事業継続計画策定事業

配水管等維持管理事業

配水管路図整備事業

施設維持管理事業

配水管布設・改良事業

基幹管路更新事業

給水装置工事事業

指定給水装置工事事業
者審査事務事業

配水管布設替事業
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